
みんなで取り組む発表会って何だろう？

保育の振り返り

発表会って覚えてる？きく組はそんな会話から発表会に向けての活動をスタートしました。『年少組の時、○○踊った！』『楽しみ♪』という子が
多く、用意した曲を子ども達とどっちの曲が好きかな？と聴きながらどの曲を踊るかを決めました。曲が決まると曲のイメージを子ども達と話しま
した。始めは、恥ずかしそうにする姿も見られていましたが、友達を誘ったり、一緒に表現をすることで今では『楽しいな』『また音楽かけて』と
楽しんでいる姿が多く見られています。友達との間隔や、距離をとることが大変のようでしたが、何回も取り組んでいくうちに、感覚を掴み子ども
達一人一人が、楽しんで表現をしていると感じています。さくら組さんとの見せ合いをした時、表現をしている時転んでしまった子がいました。
『大丈夫？』という声をかけたさくら組の男の子がいました。自分も表現していたのに、周りの子の困りごとに気づき優しい言葉がでてきたことに
ハッとしました。困っている子がいた時に、子ども達は、まだ自分の事で精いっぱいで、声をかけたり教えてあげたりする事が少ないように感じて
いたからです。そういう姿を見て、『さっきの○○くんの言葉、先生嬉しかったよ』『ああいうように言ってくれたらお友だちは嬉しいね』と具体
的に伝えるようにしてみました。子ども達もそれからは、お休みしていた子に『ここだよ』『こっちにおいで』と優しい言葉や仕草が見られるよう
になってきました。活動を振り返る中で、みんなで取り組む発表会って何だろう？というところも子ども達と話しました。元気に踊れるだけではな
く、友達と「もう１回踊りたい」「明日もしようね」という会話や言葉がでていること、そういう気持ちを持っていること、活動していることが先
生もおうちの方も嬉しいと思うよと伝えました。当日、環境も変わるので、止まってしまったりすることもあると思いますが、毎日少しづつ表現を
楽しみました。今日は踊りたくない！もっと踊ろう！みんなが見に来てくれるの楽しみ！というような子ども達もいろいろな気持ちや思いがありま
した。そういう姿も思いながら、ご覧いただければ嬉しいです。

(豊かな感性と表現、健康な心と体、言葉による伝え合い、協同性)

作成日 2021年11月9日(火)
作成者 進藤早苗
対象： 4歳児 きく組

保育のねらい：クラスの友達と一緒に表現をする楽しさや面白さを感じる。


